
二
年

ス
テ
ッ
プ
２

解
答

４

文
法
１

用
言
の
活
用
・
名
詞

号

名

組

番

氏

１

次
の
各
文
中
の

線
部
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

①

で
は
君
は
、
彼
は
来
な
い
と
言
い
た
い
の
だ
ね
。

〔

エ

〕

②

明
日
こ
そ
、
六
時
に
起
き
る
つ
も
り
だ
。

〔

イ

〕

③

ち
ゃ
ん
と
教
え
な
い
と
、
道
に
迷
う
か
も
し
れ
な
い
。

〔

ウ

〕

④

つ
い
に
真
実
を
知
っ
た
。

〔

ア

〕

⑤

心
を
入
れ
替
え
て
勉
強
し
ま
す
か
。

〔

オ

〕

ア

五
段
活
用

イ

上
一
段
活
用

ウ

下
一
段
活
用

エ

カ
行
変
格
活
用

オ

サ
行
変
格
活
用

注
カ
行
変
格
活
用
は
「
来
る
」
の
み
。
サ
行
変
格
活
用
は
「
す
る
」「
～
す
る
」
の
動
詞
。

ス
テ
ッ
プ
１
を
参
考
に
、
下
に
「
な
い
」
を
つ
け
る
区
別
法
を
確
認
し
よ
う
。

２

次
の
各
文
中
の

線
部
の
語
が
形
容
詞
な
ら
Ａ
、
形
容
動
詞
な
ら
Ｂ
で
答
え
な

さ
い
。

①

シ
ク
ラ
メ
ン
が
美
し
く
咲
い
て
い
る
。

〔

Ａ

〕

②

シ
ク
ラ
メ
ン
が
清
ら
か
に
咲
い
て
い
る
。

〔

Ｂ

〕

③

今
日
は
小
春
日
和
で
、
た
い
へ
ん
暖
か
な
日
だ
。

〔

Ｂ

〕

④

昨
日
も
一
日
、
日
差
し
が
暖
か
か
っ
た
。

〔

Ａ

〕

注
「
暖
か
な
」
の
基
本
形
は
「
暖
か
だ
」
、
「
暖
か
か
っ
」
の
基
本
形
は
「
暖
か
い
」。

３

次
の
名
詞
の
種
類
を
後
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。（
④
は
傍
線
部
）

ぼ

う

せ

ん

ぶ

①

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ

〔

ア

〕

②

三
人

〔

ウ

〕

③

東
松
島
市

〔

イ

〕

④

さ
い
わ
い
な
こ
と
に
…

〔

エ

〕

ア

普
通
名
詞

イ

固
有
名
詞

ウ

数
詞

エ

形
式
名
詞

注

「
形
式
名
詞
」
は
本
来
の
意
味
が
薄
れ
て
、
必
ず
修
飾
語
と
結
び
付
い
て
用
い
ら
れ
る
。

仮
名
書
き
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

・
こ
れ
か
ら
行
く
と
こ
ろ
だ
。
（
形
式
名
詞
）

・
こ
れ
か
ら
行
く
所
は
、
石
巻
市
だ
（
普
通
名
詞
）


